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平成17年3月期業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

平成16年11月25日付当社「平成17年3月期中間決算短信」において発表いたしました平成17年3月

期（平成16年4月1日～平成17年3月31日）の業績予想及び期末配当予想を下記のとおり修正いたしま

す。 

記 

Ⅰ．業績予想の修正について 

１．平成17年3月期通期連結予想値の修正（平成16年4月1日～平成17年3月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ）    ７，５００      ７８０      ３４０ 

今回修正予想（Ｂ） ７，７００ ９４０      ４１０ 

増減額（Ｂ－Ａ）       ２００      １６０       ７０ 

増  減  率        ２．７％ ２０．５％      ２０．６％

前 期 実 績 
（平成16年3月期） 

   ６，７０４       ６３０        ４６９ 

２．平成17年3月期通期個別予想値の修正（平成16年4月1日～平成17年3月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ）    ４，９００      ４７０ ２３０ 

今回修正予想（Ｂ）    ４，８６０      ５２０      ２６０ 

増減額（Ｂ－Ａ）     △ ４０       ５０       ３０ 

増  減  率    △  ０．８％      １０．６％      １３.０％ 

前 期 実 績 
（平成16年3月期） 

   ４，３７６        ３３２       ３５２ 

 

 

（財）財務会計基準機構会員



３．業績予想の修正理由 

当社グループは画像処理モジュールをはじめとする自社製品が下期においても引き続き堅

調であることに加え、半導体製造装置などの受注製品においても順調に推移しております。 

売上高は、個別におきまして当初の予想を若干下回る見通しのため 4,860百万円と修正い

たしますが、連結子会社であります株式会社アバール長崎が好調なことにより、連結売上高

におきましては、当初の予想を 200百万円上回る 7,700百万円と修正いたします。 

また、利益面に関しましては、好採算の自社製品、受注製品がともに好調であることに加

え、品質の向上、コストダウン、短納期生産を更に促進するため社内の生産体制の継続的な

改善を行った効果が現われ、これらにより売上総利益の向上が見込まれることによる修正と

なります。 

なお、第１四半期において、減損会計の早期適用を実施しており、減損損失 154百万円を

計上しております。 

 

Ⅱ．平成17年3月期配当予想の修正について 

１．修正内容  

 中間期 期  末 年  間 

前回発表予想    － 円     １１ 円 １１ 円 

今回修正予想    － 円     １３ 円     １３ 円 

前期末実績    － 円       ９ 円      ９ 円 

２．修正理由  

当社は株主への利益還元を経営の最重要施策の一つと考え、継続的な安定配当を目指すと

共に企業体質の強化及び積極的な事業展開のために必要な内部留保の充実に努めておりま

す。 

このような基本方針のもと、今回の上方修正を勘案し、また、業績に応じた適正な利益配

分を実施するため、当初１株当たりの期末配当金を１１円と発表しておりましたが、今回、

２円増配し、１３円と修正させていただきます。 

なお、本件につきましては、平成17年6月下旬に開催を予定しております第46期定時株主総

会の決議を経て、実施することになります。 

 

 

 

 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


